
 

「岩国行動２０１３」開催によせて     田村順玄（岩国市議･リムピース共同代表） 

 本年も岩国市において岩国基地強化を許さない多彩な取り組みを準備されている皆様に、心から敬意と

感謝を申し上げます。 

 厚木からの艦載機移転という米軍再編計画が示されてかれこれ８年、岩国基地はさらに強化され続けて

います。しかしこの間、岩国市民は住民投票や各種の裁判闘争・愛宕山見守りの集いなど、立ち止まるこ

となく全力で頑張ってきました。 

 それでも昨今の岩国基地は、昨年に引き続き今年もオスプレイが陸揚げされ、そしていよいよこれから

本格化する全国への低空飛行訓練など、基地機能の強化はさらに進行しています。私たちはこうした動き

を押し留めるため日夜頑張っていますが、その折々も「ＡＷＣ」の仲間の皆様の励ましとご支援の行動は、

私たちに大きな勇気と力を頂きました。 

 そのような時に今年も「岩国行動２０１３」が開催されることは大変意義深いことです。全国の皆様が

この行動を通じて、異常とも言える岩国基地の強化策の実態をみじかに感じて頂き、全国に拡散していた

だくことは誠に意義深いことです。どうか今年の行動も大成功に盛り上がりますよう多いに期待し、連帯

の言葉と致します。（２０１３年９月２０日） 

米軍は今年 7月 30日、沖縄・普天間基地に追加

配備するＭＶ22 オスプレイ 12 機の陸揚げを強

行しました。さらに、岩国基地を運用拠点とし

たオスプレイの全国での低空飛行訓練が画策さ

れています。厚木基地からの艦載機 59機の移転

計画や愛宕山での米軍住宅建設策動に加えて、

2017 年までのステルス戦闘機 F35 の配備さえ

狙われています。このような岩国基地の一大強

化策動を許すことができません。 

 

2006 年住民投票で基地強化に反対の意思を示

した岩国の人々は以降、基地強化やオスプレイ

陸揚げに反対する集会・デモ、各種の裁判闘争、

定例の愛宕山見守りの集いなど、日米政府の重

圧に抗して、様々な形でたたかいを続けてきま

した。岩国市民のたたかいと連帯し、岩国基地

強化反対の声を全国から届けましょう。 

 

岩国基地強化に反対するたたかいは、アジア各

地の米軍基地を強化しようとする米国政府と

「戦争のできる国づくり」を進めようとする安

倍政権に立ち向かう重要な対決環になっていま

す。沖縄－岩国－神奈川をつらぬく米軍再編粉

砕のたたかいを拡大し、日米安保体制と対決し

てアジアからの米軍の総撤収を実現する反基地

国際共同闘争をさらに前進させていくために、

共に「岩国行動2013」をたたかいましょう！ 


